
24きらりと光る　まち　日野町

　

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

《
第
11
回
委
員
会
》

【
協
議
内
容
】

 

・
今
後
の
日
野
町
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
町
内
の
児
童
生
徒
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
今
後
の
日
野
町
教

　

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
町
子
ど

　

も
15
年
プ
ラ
ン
の
検
認
と
小
学
校
保
護
者
の
意
見
を
聞
く
会
を

　

持
つ
こ
と
に
し
ま
す
。

 【
そ
の
他
】

・
西
部
地
区
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
参
加
に
つ
い
て
確
認

・
第
38
回
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
参
加
に
つ
い
て

・
日
野
高
校
と
地
域
の
未
来
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

　
に
つ
い
て

　

日
時
：
11
月
16
日
（
土
）
午
後
3
時
～
午
後
6
時
20
分

　

場
所
：
日
野
高
校
根
雨
校
舎

・
日
野
町
公
民
館
ま
つ
り
お
よ
び
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
大
会
参

　
加
に
つ
い
て

・
保
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

全
国
学
力
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

 《
次
回
の
予
定
》

日
時
：
12
月
3
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
か
ら

場
所
：
日
野
町
役
場
第
1
会
議
室

※
会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
11
回
教
育
委
員
会  

開
催

　

11
月
5
日
に
第
11
回
の
町
教
育
委
員
会
を
開
き
、
協
議
事

項
の
検
討
や
、
今
後
の
予
定
を
確
認
し
ま
し
た
。

『あまざかる鄙
ひ な

に五
い つ と せ

年』早川幾忠　著
『黒坂スケッチ帖』　早川幾忠　画・文
　中国では、詩、書、画、篆

てんこく

刻の四つを自己のも
のとする人を文人と呼ぶらしい。戦後、日野町に
疎開していた文人・早川幾忠氏が、京都で亡くな
られて今年で 30年になる。
　昭和 20 年から 25 年までの５年間、東京から
弟子の伝で疎開してきた幾忠さんは黒坂に住み、
日野農林 ( 現日野高校 ) で教師をしながら、病妻
の看病をし、生徒たちに演劇の指南をしたり、着
流しで野球を教えるなど大きな影響を与えた。そ
して同僚の辻晋堂らとともに戦後の新しい文化を
日野にもたらした。
　しかし、30歳年下の教え子を後妻にするなど、
その自由奔放な生き方は、当時のまわりの人々か
ら非難をあび、ついに妻と幼子を連れて、追われ
るがごとく京都に出て行くことになる。本書は、

その痛憤記。当時の黒坂の町の様子や人間模様な
ども読みながら想像してみるのもおもしろい。
　また「黒坂スケッチ帖」には、当時の風景が独
特のタッチで描かれ味わい深い。もし、そのまま
幾忠先生が日野の地に住んでおられれば、どんな
町になっていたのだろう？　　（町図書館　松田）

今月の子育ての知恵袋㉚

題：しつけ

私にも孫が出来、最近では自分の子どもに「しつけ」が出来なかった
事、もっと教えておかなくてはいけなかった事等、反省しながら孫育
てをしています。親の時代はあわただしく過ぎて・・・振り返ってみ
て、自分の「しつけ」が正しかったのか？と問いかける毎日です。で
すから、今は祖父母として、孫を通して楽しみながら少しでも世間並
みの「しつけ」をと考えています。私達の時代よりもさらに忙しい今
日この頃ですが、どうか、最低限（あいさつ！感謝の言葉！）の「し
つけ」だけは親として頑張ってください。子どもは自分の「鏡」です。

　　　　　　　　　　　　　　（黒坂　58歳　女）

「 物の大切さ、しつけ 」

 から

日野町「子育ての知恵袋」より（平成 24 年 3 月　町教育委員会発行）

◀
ス
ケ
ッ
チ
の
一
枚
（
泉
龍
寺
全
景
）
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図書館・ホール森の音楽隊

TEL 72-1300　FAX 72-1320
E-mail  hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

月～金　午前 9 時 30 分～午後 6 時

土・日　午前 9 時～午後 5 時

カレンダー

　○印が休館日です 12月

木のおもちゃづくり

12 月 15 日（日）9：30～ 12：00
場　所▶図書館車庫（要材料費）
内　容▶クリスマスの組み木、
　　　　干支の組み木　　など

図書館おはなし会

12 月 21 日（土）11：00～
場　所▶図書館絵本コーナー
内　容▶クリスマスの絵本、
　　　　わらべうた、絵本など

これからの催し案内

日野高校人権コンサート（町文化センター・ホール森の音楽隊）
14：30 ～

12 9
（月）

「おしどり天使・上野聖矢とパリ音楽院の仲間たち」トーク＆ミュージック
（町文化センター・ホール森の音楽隊）【有料】
18：30 ～（予定）/出演：上野聖矢（フルート）ほか

1 17
（金）

「子どもと昔話」講演会（山村開発センター）
10：00 ～ / 講師：筒井悦子さん（岡山ストーリーテリング研究会代表）

1 25
（土）

あたまイキイキ音読教室

難しい技術は必要ありません。
気軽に参加してください。
■時　間　13：00 ～ 15：00
■参加費　無料
■申込み　町図書館（電話 72-
　　　　　1300）まで
※出前もできますので、ご相談
　ください。

日野高校　第 12回定期演奏会（町文化センター・ホール森の音楽隊）
13：30 ～

1 25
（土）

図書館の展示コーナー

12月1日（日）～12月28日（土）

「県展入選作品展」
〈写真の部〉

生田英明さん　岡本勝美さん

飯田頼昭さん　長谷川利子さん

西村昌敏さん　牧田教介さん

松本利秋さん　

読む読むフェスタ２０１３

今年 10 月から 11 月に行った「日野町読む読むキャンペーン」

の締めくくりとして、『読む読むフェスタ 2013』を開催します。

皆さん、お誘い合わせてお出かけください。（入場無料）

10：30 ～「おはなしライブ」
　　　　　　だくちる（米子市）
11：00 ～「読書リレー」表彰式
　　　　　「読書マラソン」
　　　　　「読むキャン日野町
　　　　　クイズ」～当選者発表～
11：30 ～「世界のおはなしを
　　　　　　　　　たのしもう！」
　　　　　　だくちる（米子市）

◆場所　町文化センター・ホワイエ
◆主催　日野町子どもの読書推進委員会

期間中、多くの本が読まれました

12 19
（木）

「あたまイキイキ音読教室」は、昔話や詩などをみんなで

声に出して読む会です。声に出して読むことで、脳の活

性化が期待できるとも言われています。

（「脳と音読」川島隆太・安達忠夫著より）

みんなで集まって声を出します

日野高校音楽系列特別演奏会（町文化センター・ホール森の音楽隊）
14：00 ～ / 出演：欅田真須子（アルト）、秋月孝之（トランペット）【入場無料】

11 23
（土） 本の宅配貸出サービス

ご利用ください
対象者：町内在住で、70 歳以

　　　　上または障害者手帳

　　　　を持っている人

送　料：貸し出す場合は町図書

　　　　館が負担。返却する場

　　　　合は利用者負担

貸出期間：原則 2 週間


